
.南城市地域公共交通網網形成計画（案）における公共交通の役割、課題、目標、施策等の体系図 

 

 

 

 

課題① 

市民のニーズに対応

した市外への路線バ

ス網の形成 

【移動における課題】 【現状の問題】 

課題② 

これからの人の流れ

の変化に対応した路

線バス網の形成 

課題③ 

交通弱者の活動を支

える移動手段の確保 

課題④ 

公共交通の利用を促

す環境づくり 

課題⑤ 

来訪者の増加や市内

の回遊を促す移動環

境づくり 

既存の路線バス網

が市民の市外への

移動ニーズに対応

していない 

合併後の人の流れ

に路線バス網が対

応していない 

市内の移動に路線

バスがほとんど利

用されていない 

交通弱者の半数は、

移動手段がないた

め外出を控えてい

る 

送迎が交通弱者の

心理的負担、家族の

負担になっている 

運行頻度の少なさ、

定時性の低さ、乗り

継ぎの不便さなど

が公共交通の利用

を妨げている 

観光地、イベントへ

の移動手段がない 

観光資源を結ぶ人

の流れが形成され

ていない 

役割① 

南城市と市外を

つなぐ 

役割② 

市内の身近な移

動を支える 

役割③ 

交通弱者の活動

を促す 

役割④ 

スムーズに移動

できる環境をつ

くる 

役割⑤ 

南城市に人の流

れを呼び込む 

【基本方針】 

ハブとなる交通拠点の整備 

回遊性を高める移動手段の導

入 

中核地と市外を結ぶ基幹交通

の整備 

コミュニティ交通の確保・維持 

中核地とまちの拠点等を結ぶ

支線交通の整備 

公共交通へのアクセス性を高

めるための取組実施 

ユニバーサルデザインに配慮

した交通施設整備 

公共交通に関する情報発信の

充実 

気軽に利用できる運賃設定 

公共交通利用の呼びかけ 

基本方針① 

中核地を中心に市外へ

スムーズに移動できる

公共交通網を形成する。 

基本方針③ 

誰でも気軽に利用でき

る身近な移動手段を確

保する。 

基本方針⑤ 

南城市の活性化に向け、

人の流れを活発にする。 

公共交通機関相互の連携強化 

【目標】 

事業者毎に分散しているバ

スターミナル等を集約し、

乗り継ぎ利便性を高める。 

中核地と那覇市等の市外を

公共交通で連絡する。 

中核地と市内の拠点間のア

クセス性を高める 

コミュニティ交通を確保・

維持する。 

公共交通へのアクセス性を

高める。 

公共交通利用の観光客の回

遊性を高める。 

公共交通に関する情報提供

を充実する。 

交通施設の快適性を高め

る。 

【施策】 

中核地でのバスターミナルの整備 

市外への基幹バスの運行及び既存系統の見

直し 

市内の支線バスの運行 

安座真船待合所への路線バスの乗り入れ 

基幹バスと支線バスのダイヤの連携 

おでかけなんじぃの継続運行 

久高島航路の継続運行 

公共駐車場でのパーク＆ライドの実施 

送迎用乗降場の整備検討 

駐輪場の整備検討 

観光客へのおでかけなんじぃに関する情報

提供の実施 

レンタカーステーションの整備検討 

レンタサイクルの導入検討 

遊覧バスの導入検討 

公共交通運行情報モニターの導入検討 

多言語表示による公共交通情報の提供検討 

ハイグレードバス停の整備検討 

高齢者向け定期券の導入検討 

学生向け定期券の導入検討 

市内 1日乗車券の導入検討 

モビリティ・マネジメントの実施 

新たなバス路線網に対応した乗り継ぎ施設

の整備検討 

快適な待合施設の整備検討 

公共交通利用の需要を喚起

する。 

イベント等の実施検討 

【公共交通の役割】 

基本方針② 

中核地での乗り継ぎに

よりスムーズに市内を

移動できる公共交通網

を形成する。 

基本方針④ 

再編による効果を高め

るため、公共交通の利用

環境を充実する。 

公共交通アテンダントの導入検討 

乗り継ぎ割引の導入検討 

市民の公共交通利用を促

す。 

市内上限運賃の導入検討 

車両等の魅力向上策の実施検討 

回遊性を高める運賃設定 


